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               論   文   の   要   旨 
 











要素に関する量的形質遺伝子座 (QTL) の検出を試みた。 
本研究では、ソルガム・コアコレクション 107品種およびコアコレクション作成のための解析集団 320品















レクション 107 品種の 18 形質の表現型データと 98 の SSR マーカー座の遺伝子型情報を用いて、連鎖不平
衡解析を行った。混合モデル（Q+K モデル）により、2 年間繰り返して 5%水準で有意に検出された染色体
領域を QTLとして判定した。その結果、9つの染色体上に 15個の花序形態とその関連形質に関する QTLを
見出した。穂長に関連する QTLはこれまでにも多く報告されているが、本研究では第. 2, 4, 9染色体上に計
3 個の穂長に関連する QTL を検出した。穂軸長と穂先の一次枝梗数は穂長の決定に関連する形質であるが、
これまで QTL解析は行われていなかった。本研究では、穂軸長に関連する新規の QTLを第 6染色体に検出
した。穂長と穂軸長は互いに類似な形質にもかかわらず、関与する QTLは全く異なる染色体にマップされた
ことは興味深い。また、穂長と一次枝梗の最大長に関連する 2個の QTLが第 4染色体と第 9染色体の同一の
領域に特定された。イネ科植物の花序形態形成の初期段階に関与すると推定されている ramosa2  (ra2) 遺
伝子は、枝梗の伸長と枝梗数の増加に関与する。この遺伝子はソルガム、イネ、オオムギ等イネ科植物で保
存され、同様な発現パターンを示すことから、イネ科植物の花序形態形成において重要で類似な役割を担っ
ていると考えられている。ソルガムやトウモロコシの ra2 遺伝子の解析から、枝梗長の種内変異は ra2 座の
対立遺伝子の違いに起因すると推察される。さらに、穂幅に関する QTLが第 2染色体に存在することを初め
て明らかにした。以上の結果から、本研究により新規に検出された QTL は、第 1 染色体上の穂幅に関する














染色体領域の特定を試みたものである。ソルガムの 300 を超える遺伝資源を用いて、2 年間の圃場試験を行
い、各形質の収量性との相関解析などからソルガムの多収化をめざす育種においては、花序のタイプ別に穂
密度や一次枝梗数の増加と穂長など選抜対象形質を選定することが重要であることを明らかにした。花序形
態と収量性との関連を広範な遺伝変異の解析に基づいて明確にした報告はこれまでになく、本論文はソルガ
ムの収量性向上を育種目標とした場合の鍵となる花序形態を構成する形質を明らかにした点で評価できる。
一方で、表現型だけではなく、DNAマーカー選抜の可能性を探るため、目標形質と関連する量的形質遺伝子
座の解析を行い、穂幅、穂軸の節数、穂軸長および穂型に関する新規の QTLを検出した。この知見は今後の
ソルガム育種における DNA マーカー選抜を支える重要な情報となるものである。本研究で明らかにされた
花序形態の変異解析およびそれらに関与する量的形質遺伝子座の情報は、今後のソルガム多収育種に大きく
貢献するものとして高く評価される。 
 
平成２６年１月２３日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
